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和
泉
市
史
編
さ
ん
委
員
会
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『
和
泉
市
の
考
古
・
古
代
・
中
世
』

 

 
 
 

（
和
泉
市
の
歴
史
６
 
テ
ー
マ
叙
述
編

Ⅰ）
 

 

和
泉
市
 
 
 
二
〇
一
三
・
三
刊
 

Ａ
５
 
四
九
二
頁
 
二
〇
〇
〇
円
 

  
本
書
は
大
阪
府
和
泉
市
の
発
行
す
る
『
和
泉
市
の
歴
史
』
の
一
冊
で
あ
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
「
地
域
叙
述
編
」・
「
テ
ー
マ
叙
述
編
」・
「
通
史
編
」
の
三
部

構
成
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
「
地
域
叙
述
編
」
は
、
自
然
地
形
や
歴
史
的
経
緯
を
も
と
に
市
域
を
五
つ

に
区
分
し
、
各
々
の
歴
史
的
特
質
を
通
時
的
に
叙
述
す
る
。
一
方
、
市
域
全

体
を
対
象
に
考
古
～
近
現
代
の
各
時
代
の
特
徴
を
論
じ
る
の
が
「
テ
ー
マ
叙

述
編
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
通
史
編
」
は
両
者
の
総
ま
と
め
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
和
泉
地
域
の
歴
史
的
展
開
を
追
う
内
容
と
な
る
。
な
お
「
資
料
編
」

に
つ
い
て
は
『
和
泉
市
史
紀
要
』
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
 

 
本
書
は
「
テ
ー
マ
叙
述
編

Ⅰ」
と
し
て
、
考
古
～
中
世
の
和
泉
市
の
歴
史

を
描
く
。
左
の
目
次
か
ら
は
そ
の
内
容
の
豊
か
さ
を
う
か
が
え
る
。
 

序
 
時
代
と
地
域
の
特
徴
を
描
く
／
１
部
 
考
古
学
か
ら
み
た
和
泉
 
１
考

古
学
か
ら
み
た
和
泉
の
歴
史
的
特
徴
（
石
部
正
志
）、
２
池
上
曽
根
遺
跡
と
農

耕
文
化
の
展
開
（
乾
哲
也
）、
３
和
泉
黄
金
塚
古
墳
と
そ
の
時
代
（
広
瀬
和
雄
）、

４
泉
北
丘
陵
の
須
恵
器
生
産
と
「
陶
邑
」（
千
葉
太
朗
）、
５
和
泉
の
古
代
集
落

と
古
墳
（
白
石
耕
治
）、
６
水
利
か
ら
み
た
和
泉
市
域
の
地
域
社
会
（
岸
本
直
文
）、

コ
ラ
ム

Ⅰ群
集
墳
の
展
開
と
そ
の
被
葬
者
（
白
石
耕
治
）
／
２
部
 
和
泉
と

王
権
 
１
茅
渟
県
・
日
根
県
と
和
泉
監
（
栄
原
永
遠
男
）
、
２
古
代
和
泉
の
宮

と
行
幸
（
遠
藤
慶
太
）
、
３
茅
渟
県
と
珍
県
主
（
中
林
隆
之
）
、
４
物
部
氏
と
中

臣
氏
（
鷺
森
浩
幸
）
、
５
行
基
と
和
泉
（
古
市
晃
）
、
６
古
代
和
泉
の
開
発
（
竹

本
晃
）、
コ
ラ
ム

Ⅱ和
泉
の
古
代
寺
院
（
乾
哲
也
）
／
３
部
 
中
世
和
泉
の
権

力
と
地
域
社
会
 
１
人
び
と
の
生
活
と
社
会
の
変
貌
（
仁
木
宏
）
、
２
中
世
の

和
泉
国
衙
と
荘
園
制
（
大
村
拓
生
）
、
３
和
泉
郡
の
在
地
領
主
（
廣
田
浩
治
）
、

４
中
世
宗
教
の
展
開
（
大
澤
研
一
）
、
５
和
泉
の
戦
乱
と
政
治
（
古
野
貢
）
、
６

和
泉
郡
の
村
の
な
り
た
ち
（
天
野
忠
幸
）、
７
城
と
館
（
白
石
博
則
）、
コ
ラ
ム

Ⅲ

和
気
遺
跡
の
中
世
建
物
群
（
灰
掛
薫
）
 

 
以
下
、
各
章
の
内
容
を
摘
記
し
た
い
。
 

 
１
部
は
考
古
で
あ
る
。
１
章
で
は
市
域
の
主
要
遺
跡
を
と
り
あ
げ
、
古
代

和
泉
国
の
成
立
ま
で
を
叙
述
す
る
。特

に
市
の
北
西
に
広
が
る
大
園
遺
跡
は
、

和
泉
国
府
や
和
泉
宮
な
ど
と
の
関
連
性
も
含
め
、
今
後
の
調
査
が
注
目
さ
れ

る
。
２
章
は
池
上
曽
根
遺
跡
な
ど
の
集
落
遺
跡
の
分
析
を
通
し
、
弥
生
時
代

の
地
域
勢
力
の
変
遷
を
論
じ
、
３
章
で
は
「
複
数
首
長
の
共
同
統
治
」
と
い

う
観
点
か
ら
和
泉
黄
金
塚
古
墳
を
位
置
づ
け
る
。
４
章
は
須
恵
器
生
産
の
一

大
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
泉
北
丘
陵
の
大
規
模
須
恵
器
生
産
遺
跡
（
陶
邑
窯
跡
群
）

と
「
茅
渟
県
陶
邑
」（
『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
七
年
八
月
条
）
と
の
関
係
性
を
検

討
す
る
。
こ
れ
ら
の
窯
跡
は
、
中
央
政
権
の
管
掌
下
に
吸
収
さ
れ
る
窯
と
在

地
的
な
生
産
を
継
続
す
る
窯
と
に
分
か
れ
、「
陶
邑
」
と
の
関
連
性
は
前
者
（
高

蔵
寺
地
区
と
陶
器
山
地
区
）
に
限

っ
て
理
解
す

べ
き

と
指
摘

す
る

。
５
章

は
市

域
内
の
集
落
遺
跡
を
、
首
長
居
館
・
古
墳
・
渡
来
人
な
ど
か
ら
多
面
的
に
分

析
し
、
６
章
で
は
現
在
の
水
利
関
係
を
足
が
か
り
に
、
市
内
各
地
域
の
開
発

史
を
復
元
す
る
。
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続
く
２
部
は
古
代
を
扱
う
。
１
章
で
は
和
泉
の
成
り
立
ち
を
概
観
し
、「
茅

渟
県
」
と
並
存

す
る
「

日
根

県
」
の
存
在

や
和
泉
宮
（
珍
努
宮
）
と
元
正
天

皇
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
明
ら
か
に
す
る
。
２
章
は
行
幸
か
ら
和
泉
国
の
古

代
交
通
路
を
復
元
し
、
畿
内
で
あ
り
つ
つ
外
国
と
し
て
の
要
素
も
併
せ
持
つ

同
国
の
周
縁
性
を
析
出
す
る
。
３
章
で
は
氏
族
系
譜
な
ど
か
ら
「
茅
渟
県
」

の
形
成
過
程
を
示
し
、
ま
た
仏
教
を
軸
に
八
世
紀
以
降
の
和
泉
地
域
の
氏
族

結
合
の
様
子
を
論
じ
る
。
４
章
で
は
和
泉
に
お
け
る
物
部
氏
と
中
臣
氏
を
論

じ
、軍

事
や
祭
祀
を
通
し
た
王
権
と
の
古
く
か
ら
の
結
び
つ
き
を
指
摘
す
る
。

５
章
は
和
泉
出
身
の
行
基
の
活
動
の
前
提
と
し
て
、
同
地
で
の
仏
教
受
容
や

神
祇
信
仰
・
神
仏
習
合
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
６
章
で
は
和
泉
国
の
開

発
を
概
観
し
、
奈
良
時
代
前
半
期
の
行
基
の
役
割
の
大
き
さ
な
ど
を
指
摘
す

る
。
 

 
３
部
は
中
世
を
論
じ
る
。
１
章
は
中
世
和
泉
を
地
域
ご
と
に
考
察
し
、
政

治
・
経
済
の
中
心
と
な
る
府
中
の
ほ
か
松
尾
寺
な
ど
の
寺
院
社
会
等
、
個
々

に
特
色
あ
る
地
域
社
会
が
展
開
す
る
こ
と
を
示
し
、
和
泉
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ

ス
と
し
て
の
相
貌
を
活
写
す
る
。
２
章
で
は
、
和
泉
が
熊
野
へ
の
参
詣
路
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
国
衙
勢
力
が
温
存
さ
れ
、
荘
園
と
公
領
が
錯
綜
す
る
状
況

が
生
ま
れ
た
と
指
摘
す
る
。
３
章
は
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
在
地
領
主

に
着
目
し
、「
小
粒
」
な
領
主
の
多
い
和
泉
の
中
世
を
叙
述
す
る
。
４
章
で
は

寺
院
・
宗
旨
ご
と
に
仏
教
信
仰
と
地
域
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
神
社
に
つ

い
て
も
庄
・
郷
の
鎮
守
と
し
て
の
か
か
わ
り
が
近
世
ま
で
継
承
さ
れ
る
様
子

を
跡
づ
け
る
。
５
章
で
は
中
世
後
期
の
和
泉
国
支
配
の
様
相
を
、
中
央
の
政

治
史
と
か
ら
め
な
が
ら
概
観
す
る
。
６
章
は
寺
院
を
核
と
し
な
が
ら
十
三
世

紀
後
半
に
形
成
さ
れ
た
自
治
的
村
落
が
、
守
護
権
力
や
堺
の
発
達
の
影
響
を

受
け
つ
つ
も
、
近
世
村
へ
と
継
続
す
る
こ
と
を
示
す
。
７
章
で
は
和
泉
市
域

の
中
世
城
館
を
、
個
別
事
例
に
即
し
な
が
ら
概
観
す
る
。
 

 
以
上
が
概
要
で
あ
る
。「
中
央
」の

歴
史
展
開
に
沿
う
叙
述
で
は
な
く
、
人
々

の
生
活
や
そ
の
空
間
構
築
の
歴
史
を
解
明
す
る
と
い
う
本
シ
リ
ー
ズ
の
試
み

は
、
と
も
す
れ
ば
中
世
以
前
の
歴
史
叙
述
に
際
し
て
は
難
し
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
本
書
は
そ
の
困
難
を
克
服
し
、
地
域
の
特
徴
を
捉
え
多
様
な

和
泉
の
姿
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
き
出
し
て
い
る
。
是
非
一
読
を
お
奨
め
し

た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
磐
下
 
徹
）
 

               


